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材料と方法： BALB/cAJcl マウスの下腿長管骨を摘出し、酵素処理および explant culture
にて接着性の細胞を得た。2 継代目の細胞を担体としてβ‐TCP 顆粒上に播種し、2 週間骨分
化誘導培地にて培養を行い、培養骨を作製した。得られた培養骨を、全身麻酔下でそれぞれ
オス BALB/cAJcl および BALB/cAJc1-nu/nu の背部皮下に埋入した。埋入後１，２，４，８
週後に摘出し、解析を行った。摘出組織は 2分割し、一方は直ちに液体窒素中で凍結し、total 




性細胞浸潤が著明であった。また、BALB/cAJc1-nu/nu 群と比較して、TNF-α と IL-4 は高
発現であった。細胞移植 4週後において、BALB/cAJc1-nu/nu 群 では BALB/cAJcl 群と比



















 免疫正常動物では術後 1 週間から移植部周辺で炎症細胞の浸潤が認められ、TNF-α と
IL-4 の高い発現が認められた．一方、免疫不全動物では術後 4 週に新生骨量と
TRAP-positive cells の増大が認められたが、術後 8 週には共に減少し免疫正常動物のそれと
同様になった。 
 以上の結果より、免疫不全動物と免疫正常動物両者において培養骨による骨再生が可能で





  なお、本論文は「Comparing immuno-competent and immuno-deficient mice as animal 
models for bone tissue engineering」と言うタイトルで 2015 年発行の Oral Diseases に掲
載予定のものである。Oral Dis. 2015 Feb 4. doi: 10.1111/odi.12319. [Epub ahead of print]。
最終試験結果の要旨 
 申請者の学位論文「Comparing immuno-competent and immuno-deficient mice as 




１． 骨芽細胞の apoptosis について実験で確認したか。 




１． IL-4 および TNF-α陽性細胞はどのような細胞と考えられるか。 
２． 移植された骨芽細胞の移植後の生存率に違いはあったか。 
３． IL-4 は骨芽細胞に直接作用したと考えられるか。 
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